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衆
議
院
議
員
河
村
た
か
し
君
提
出
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
社
会
保
険
庁
「
最
適
化
計
画
」
に
関
す

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
の
（
�
）
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
に
お
い
て
は
、
社
会
保
険
業
務
の
業
務
・
シ
ス
テ
ム
最
適
化
計
画
（
以
下
「
最
適
化
計
画
」
と
い
う
。
）
に

基
づ
き
新
た
に
記
録
管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
基
礎
年
金
番
号
管
理
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
刷
新
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。
）
を
構
築

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
基
本
設
計
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
、

現
時
点
に
お
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

�
の
（
�
）
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
刷
新
シ
ス
テ
ム
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
現
段
階
で
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
五
第
一
項
に
規

定
す
る
本
人
確
認
情
報
（
以
下
「
本
人
確
認
情
報
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
三
十
条
の

十
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
情
報
処
理
機
関
（
以
下
「
指
定
情
報
処
理
機
関
」
と
い
う
。
）
か
ら
提
供
さ
れ
る
本
人
確
認
情

報
に
よ
っ
て
刷
新
シ
ス
テ
ム
の
情
報
を
書
き
換
え
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
に
お
い
て
は
、
最
適
化
計
画
に
基
づ
く
新
た
な
健
康
保
険
業
務
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
基
本
設
計
に
向
け
た
準
備
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
が
、
御
指
摘
の
情
報
資
産
評
価
表
に
掲
げ
る
連

係
情
報
の
う
ち
個
人
情
報
の
保
有
想
定
件
数
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
「
事
業
所
情
報
」
、
「
被
保
険
者
情
報
」
、
「
給

付
情
報
」
及
び
「
レ
セ
プ
ト
情
報
」
で
あ
り
、
そ
の
件
数
は
、
現
時
点
で
は
そ
れ
ぞ
れ
二
百
万
件
、
五
千
四
百
万
件
、
九
千

万
件
及
び
十
八
億
件
程
度
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
健
康
保
険
業
務
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
基
本
設
計
に
向
け
た
準
備
を

行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
「
連
携
情
報
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て

は
、
「
連
携
情
報
」
の
う
ち
基
礎
年
金
番
号
を
含
む
も
の
と
し
て
は
、
「
被
保
険
者
・
被
扶
養
者
情
報
」
を
予
定
し
て
い
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

現
時
点
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
「
連
携
情
報
」
に
つ
い
て
も
、
住
民
票
コ
ー
ド
を
含
む
こ
と
は
予
定
し
て
い
な
い
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

二



社
会
保
険
庁
長
官
は
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
四
年
法
律
第
七
十
号
）
第
五
十
一
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
全
国
健
康

保
険
協
会
に
対
し
、
被
保
険
者
の
資
格
に
関
す
る
事
項
等
の
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
お
尋
ね
の
「
生

年
月
日
」
、
「
性
別
」
、
「
氏
名
」
及
び
「
住
所
」
の
情
報
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
庁
に
お
い
て
指
定
情
報
処
理
機
関
か
ら

提
供
さ
れ
る
本
人
確
認
情
報
を
基
に
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
、
全
国
健
康
保
険
協
会
に
提
供
す
る
か
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
は
未
定
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

刷
新
シ
ス
テ
ム
及
び
健
康
保
険
業
務
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
現
在
、
制
度
毎
に
管
理
し
て
い
る
被
保
険
者
の
情
報
を
統

合
す
る
こ
と
等
に
よ
り
デ
ー
タ
体
系
の
簡
素
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
異
同
は
生
じ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
が
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
刷
新
シ
ス
テ
ム
及
び
健
康
保
険
業
務
シ
ス
テ
ム
で
保
有
す
る
個
人
情
報
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
社
会
保
険
庁
が
保
有
す
る
個
人
情
報
と
の
異
同
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
具
体
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
「
個
人
情
報
」
が
記
録
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
を
意
味
す
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

三



な
い
が
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
二
条
第
四
項
に

規
定
す
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
（
以
下
「
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
基
礎
年
金
番
号
を
含
む
も
の
の

総
数
は
三
十
二
で
あ
り
、
主
な
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
名
称
は
、
「
基
礎
年
金
番
号
管
理
フ
ァ
イ
ル
」
、
「
年
金
受
給
権
者

フ
ァ
イ
ル
」
等
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
「
個
人
情
報
」
が
記
録
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
を
意
味
す
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
住
民
票
コ
ー
ド
を
含
む
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
総
数
は
一
で
あ
り
、
当
該
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
名
称
は
、
「
住

基
情
報
フ
ァ
イ
ル
」
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
か
ら
（
�
）
ま
で
並
び
に
（
�
）
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
に
お
い
て
は
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

被
保
険
者
（
以
下
「
第
一
号
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
の
資
格
を
取
得
す
る
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
及
び
住
所
を
確

認
す
る
た
め
、
御
指
摘
の
と
お
り
、
住
民
基
本
台
帳
法
等
に
基
づ
き
平
成
十
五
年
四
月
か
ら
磁
気
媒
体
に
よ
り
毎
月
末
日
時

点
に
お
い
て
翌
々
月
に
二
十
歳
に
達
す
る
者
の
本
人
確
認
情
報
に
つ
い
て
指
定
情
報
処
理
機
関
か
ら
提
供
を
受
け
て
い
る
。

四



�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
提
供
を
受
け
た
本
人
確
認
情
報
の
数
」
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
十
一
第
六
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
指
定
情
報
処
理
機
関
が
「
磁
気
媒
体
に
よ
る
一
括
提
供
」
に
よ
り
社
会
保
険
庁
に
提
供
し
て
い
た
も
の
と
し
て

官
報
に
よ
り
公
表
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
が
提
供
を
受
け
て
い
る
本
人
確
認
情
報
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
住
民
基
本
台
帳

法
第
三
十
条
の
五
第
三
項
又
は
第
三
十
条
の
十
一
第
三
項
に
基
づ
い
て
本
人
確
認
情
報
を
保
存
す
る
の
は
都
道
府
県
知
事
又

は
指
定
情
報
処
理
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
が
使
用
す
る
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
バ

に
お
い
て
御
指
摘
の
よ
う
な
「
生
年
月
日
が
一
意
に
特
定
で
き
な
い
者
」
や
「
性
別
が
不
明
の
者
」
に
係
る
本
人
確
認
情
報

を
保
存
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
福
島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町
、
東
京
都
杉
並
区
及
び
東
京
都
国
立
市
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
依
頼
し
、

各
市
区
町
の
判
断
に
よ
り
二
十
歳
に
達
す
る
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
及
び
住
所
の
情
報
が
紙
の
一
覧
表
に
よ
り
提
供

五



さ
れ
て
い
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
が
指
定
情
報
処
理
機
関
か
ら
提
供
を
受
け
た
本
人
確
認
情
報
は
、
「
基
礎
年
金
番
号
管
理
フ
ァ
イ
ル
」
と
突

合
を
行
っ
て
い
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
四
月
か
ら
そ
れ
ま
で
市
町
村
が
行
っ
て
い
た
第
一
号
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
者
を
把
握
す
る
事
務
は

国
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、
国
は
二
十
歳
に
達
す
る
者
の
情
報
を
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
指
定
情
報
処
理
機

関
か
ら
の
本
人
確
認
情
報
の
提
供
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間
で
あ
る
平
成
十
五
年
三
月
ま
で
市
町
村
か
ら
、
二
十
歳
に
達
す

る
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
及
び
住
所
の
提
供
を
受
け
て
い
た
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
の
協
力
依
頼
を
受
け
て
、
住
民
が
国
民
年
金
に
漏
れ
な
く
加
入
す
る
と
い
う
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
に
市
町
村
の
判
断
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
市
町
村
か
ら
提
供
を
受
け
て
い
た

も
の
で
は
な
い
。

六



ま
た
、
平
成
十
四
年
四
月
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
ま
で
の
間
は
、
二
十
歳
に
達
す
る
者
の
情
報
を
記
載
し
た
一
覧
表
等
に

よ
り
提
供
を
受
け
て
い
た
が
、
提
供
を
受
け
た
一
覧
表
等
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
使
用
後
は
速
や
か
に
廃
棄
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
提
供
件
数
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
確
認
で
き
な
い
。

�
の
（
�
）
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
が
指
定
情
報
処
理
機
関
か
ら
提
供
を
受
け
た
本
人
確
認
情
報
の
う
ち
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
及
び
住
所

に
つ
い
て
は
、
「
基
礎
年
金
番
号
管
理
フ
ァ
イ
ル
」
に
記
録
し
て
い
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
突
合
」
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
間
、
社
会
保
険
庁
が
年
金
受

給
権
者
の
住
民
票
コ
ー
ド
を
特
定
す
る
た
め
、
そ
の
保
有
す
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
う
ち
「
年
金
受
給
権
者
フ
ァ
イ
ル
」

に
記
録
さ
れ
た
年
金
受
給
権
者
に
係
る
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
及
び
住
所
の
情
報
（
以
下
「
四
情
報
」
と
い
う
。
）
を
指

定
情
報
処
理
機
関
で
あ
る
地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
に
送
付
し
、
地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
が
、
そ
の
保
有
す
る
本
人
確
認

情
報
の
う
ち
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
及
び
住
所
の
情
報
と
突
合
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
社
会
保
険
庁
に
回
答
す
る
方
法

に
よ
り
実
施
し
た
。

七



�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
三
月
末
時
点
に
お
い
て
社
会
保
険
庁
が
四
情
報
を
保
有
し
て
い
た
年
金
受
給
権
者
数
は
、
三
千
百
六
十
七
万

八
千
五
百
九
十
六
人
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

突
合
作
業
は
終
了
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
二
千
五
百
七
十
五
万
四
千
百
三
十
二
人
の
年
金
受
給
権
者
の
住
民
票
コ
ー
ド

が
特
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
特
定
さ
れ
な
か
っ
た
主
な
原
因
は
、
社
会
保
険
庁
が
保
有
す
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
う
ち
「
年
金
受
給
権
者
フ

ァ
イ
ル
」
に
記
録
さ
れ
た
住
所
と
地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
が
保
有
す
る
本
人
確
認
情
報
の
住
所
の
不
一
致
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

突
合
作
業
の
経
費
を
他
の
経
費
と
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
区
分
が
可
能
な
物
品
費
に
つ
い
て
お
答
え

す
る
と
、
地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
と
の
相
互
情
報
交
換
に
当
た
っ
て
、
そ
の
悪
用
や
外
部
漏
え
い
等
を
防
止
す
る
観
点
か

ら
突
合
作
業
以
降
も
使
用
す
る
電
子
デ
ー
タ
を
暗
号
化
す
る
た
め
の
専
用
サ
ー
バ
二
台
の
購
入
費
な
ど
六
百
二
十
五
万
三
百

十
一
円
で
あ
る
。

八



�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

年
金
受
給
権
者
の
う
ち
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
の
数
に
つ
い
て
は
情
報
を
有
し
て
い
な
い
た
め
お
答
え
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
外
国
に
居
住
し
て
い
る
者
の
数
、
加
給
年
金
額
等
が
加
算
さ
れ
て
い
る
者
の
数
及
び
障
害
の
程
度
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
者
の
数
に
つ
い
て
は
、
そ
の
集
計
作
業
が
膨
大
な
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。ま

た
、
お
尋
ね
の
突
合
に
成
功
し
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
も
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
の
あ
る
年
金
受
給
権
者
の
数
は
、

突
合
作
業
終
了
時
点
に
お
い
て
五
百
九
十
二
万
四
千
四
百
六
十
四
人
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
突
合
に
よ
り
住
民
票
コ
ー
ド
が
特
定
さ
れ
た
年
金
受
給
権
者
に
つ
い
て
は
、
基
礎

年
金
番
号
と
住
民
票
コ
ー
ド
が
記
録
さ
れ
た
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
「
住
基
情
報
フ
ァ
イ
ル
」
に
住
民
票
コ
ー
ド
及
び

転
入
・
転
出
等
の
変
更
情
報
（
以
下
「
変
更
情
報
」
と
い
う
。
）
が
記
録
さ
れ
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
突
合
に
よ
り
住
民
票
コ
ー
ド
が
特
定
さ
れ
な
か
っ
た
年
金
受
給
権
者
に
つ
い
て
は
、

九



国
民
年
金
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
二
号
）
第
十
八
条
第
二
項
等
の
規
定
に
よ
り
住
民
票
コ
ー
ド
の
報

告
を
求
め
て
い
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

年
金
受
給
権
者
か
ら
住
民
票
コ
ー
ド
の
報
告
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
「
住
基
情
報
フ
ァ
イ

ル
」
に
住
民
票
コ
ー
ド
及
び
変
更
情
報
が
記
録
さ
れ
る
が
、
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
「
年
金
受
給
権
者
フ
ァ
イ
ル
」
の

変
更
は
行
っ
て
い
な
い
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
が
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
を
受
け

た
本
人
確
認
情
報
に
つ
い
て
は
、
同
法
別
表
第
一
の
七
十
三
の
項
か
ら
七
十
五
の
項
ま
で
及
び
七
十
七
の
項
に
規
定
す
る
事

務
の
遂
行
に
必
要
な
範
囲
内
で
利
用
さ
れ
、
又
は
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
「
コ
ン
セ
ン
サ

ス
」
に
は
反
し
な
い
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

年
金
受
給
権
者
約
三
千
二
百
万
人
の
う
ち
、
介
護
保
険
の
特
別
徴
収
対
象
者
数
は
約
二
千
百
万
人
で
あ
り
、
そ
の
他
の
年

一
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金
受
給
権
者
が
介
護
保
険
の
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
介
護
保
険
の
特
別
徴
収
対
象
者
の
み
で
は
十
分
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
年
金
受
給
権
者
す
べ
て
を
対
象
と
し
て
�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
突
合
に
よ
り
住
民
票
コ
ー
ド

が
特
定
で
き
た
者
の
現
況
届
を
廃
止
し
た
も
の
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
に
お
い
て
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
行
う
行

政
機
関
や
利
用
事
務
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
の
制
限
、
関
係
職

員
等
に
対
す
る
安
全
確
保
措
置
及
び
秘
密
保
持
の
義
務
が
規
定
さ
れ
、
関
係
職
員
等
が
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合
に
は
、
罰
則

規
定
が
適
用
さ
れ
る
な
ど
、
適
切
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

市
町
村
に
お
け
る
介
護
保
険
の
特
別
徴
収
に
係
る
事
務
を
円
滑
に
実
施
す
る
観
点
か
ら
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律

第
百
二
十
三
号
）
第
百
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
が
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
に
は
、
特

別
徴
収
の
中
止
依
頼
の
特
別
徴
収
対
象
者
異
動
情
報
を
受
領
し
て
い
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

一
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御
指
摘
の
端
末
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
一
月
末
日
現
在
、
全
国
で
一
万
四
千
九
百
六
十
台
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
設
置
箇
所
は
、
厚
生
年
金
保
険
及
び
国
民
年
金
等
の
適
用
、
保
険
料
の
徴
収
、
給
付
並
び
に
年
金
相
談
等
に
使
用

す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
社
会
保
険
庁
本
庁
、

社
会
保
険
庁
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
、
地
方
社
会
保
険
事
務
局
、
社
会
保
険
事
務
所
（
地
方
社
会
保
険
事
務
局
社
会
保
険

事
務
室
を
含
む
。
）
、
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
及
び
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
社
会
保
険
事
務
所
等
」
と
い
う
。
）

並
び
に
市
町
村
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
端
末
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
一
月
末
日
現
在
、
全
国
で
九
千
四
百
三
十
一
台
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
設
置
箇
所
は
、
社
会
保
険
事
務
所
等
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

最
適
化
計
画
に
お
い
て
は
、
基
礎
年
金
番
号
又
は
住
民
票
コ
ー
ド
を
含
む
個
人
情
報
を
閲
覧
で
き
る
社
会
保
険
業
務
用
専

用
端
末
に
つ
い
て
、
平
成
十
九
年
度
末
ま
で
に
汎
用
品
に
更
改
し
、
端
末
の
一
人
一
台
化
を
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
設
置
計
画
は
、
今
後
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
設
置
予
定
台

一
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数
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
設
置
予
定
箇
所
は
、
社
会
保
険
事
務
所
等
で
あ
る
。
ま
た
、
全

国
健
康
保
険
協
会
に
係
る
健
康
保
険
業
務
シ
ス
テ
ム
の
端
末
に
つ
い
て
は
、
全
国
健
康
保
険
協
会
の
主
た
る
事
務
所
及
び
従

た
る
事
務
所
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
被
保
険
者
Ｉ
Ｄ
」
に
つ
い
て
は
、
刷
新
シ
ス
テ
ム
内
部
で
使
用
す
る
た
め
に
自
動
的
に
付
け
ら
れ
る
番
号
を

予
定
し
て
お
り
、
基
礎
年
金
番
号
と
は
異
な
る
番
号
を
想
定
し
て
い
る
。
具
体
的
な
番
号
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在
刷
新

シ
ス
テ
ム
の
基
本
設
計
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
住
民
基
本
台
帳
番
号
」
は
、
住
民
票
コ
ー
ド
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
社
会
保
障
番
号
」
及
び
「
納
税
者
番
号
」
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
が
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
現
時
点
に
お
い
て
将
来
の
制
度
改
変
と
し
て
具
体
的
に
想
定
し
て
い
る
も
の
は
な
く
、
御
指
摘
の
被
保
険
者
保
有

番
号
に
つ
い
て
も
、
基
礎
年
金
番
号
、
住
民
票
コ
ー
ド
及
び
外
国
人
登
録
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
四

条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
登
録
番
号
以
外
に
保
有
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。

一
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�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

最
適
化
計
画
中
の
健
康
保
険
業
務
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
情
報
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
情
報
に
給
付
情
報
、
納

付
情
報
及
び
健
診
情
報
が
結
び
付
け
ら
れ
て
お
り
、
被
保
険
者
情
報
は
、
事
業
所
情
報
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

被
保
険
者
情
報
の
主
キ
ー
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。

�
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

都
道
府
県
番
号
は
事
業
所
が
所
在
す
る
都
道
府
県
ご
と
に
付
さ
れ
る
番
号
を
、
被
保
険
者
証
記
号
は
事
業
所
ご
と
に
付
さ

れ
る
記
号
を
、
被
保
険
者
証
番
号
は
事
業
所
ご
と
に
被
保
険
者
の
資
格
の
取
得
の
届
出
の
順
番
に
付
さ
れ
る
番
号
を
、
そ
れ

ぞ
れ
示
し
て
い
る
。

�
の
（
�
）
に
つ
い
て

最
適
化
計
画
に
お
い
て
民
間
事
業
者
へ
の
外
部
委
託
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
業
務
の
う
ち
、
御
指
摘
の
端
末
を
現
に

使
用
さ
せ
、
又
は
使
用
さ
せ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
も
の
は
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
及
び
国
民
年
金
の
適
用
、
徴

収
及
び
給
付
に
係
る
届
書
の
入
力
業
務
、
通
知
書
等
の
作
成
・
交
付
業
務
、
厚
生
年
金
保
険
等
未
適
用
事
業
所
に
対
す
る
適

用
促
進
事
業
、
年
金
電
話
相
談
業
務
並
び
に
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
事
業
で
あ
る
。
な
お
、
現
在
、
外
部
委
託
先
の
民
間

一
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事
業
者
に
社
会
保
険
業
務
用
専
用
端
末
を
使
用
さ
せ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
契
約
に
お
い
て
個
人
情
報
の
保
護
の
観
点

か
ら
守
秘
義
務
規
定
を
設
け
、
端
末
の
操
作
を
委
託
対
象
届
書
等
の
入
力
等
に
限
定
す
る
な
ど
、
個
人
情
報
保
護
の
た
め
の

措
置
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
外
部
委
託
を
行
う
に
当
た
っ
て
も
、
同
様
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。

一
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